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熊本地震被災古墳に学ぶ－被災の法則性と将来に向けての対策－

平成28年熊本地震対策特別委員会・災害対応委員会　杉井 健（熊本大学）2019年5月19日

写真5　墳丘亀裂から石室への雨水の侵入を防ぐため
ブルーシートで覆われた井寺古墳（20170725）

写真4　発災直後の井寺古墳墳丘の亀裂（20160415）、
のちに石室を覆う盛土が大きくやせていることが判明

写真6　発災3年後の井寺古墳の墳丘亀裂箇所
および墳丘盛土の極度の乾燥（20190328）

写真7　地震により墳丘に大きな亀裂が発生したため
ブルーシートで覆われた釜尾古墳(20160817)

写真8　ブルーシートで覆われていたため
墳丘(整備盛土)が極度に乾燥した釜尾古墳(20180119)

写真9　透水性シートに変更された釜尾古墳(20190206)、
現在、経過観察を行っている

写真1　墳丘盛土に亀裂が発生した三段塚古墳
(塚原古墳群内)(20160522)

写真2　三段塚古墳の被災状況調査(20180201)、
亀裂は整備盛土内にとどまっていることが判明

写真3　亀裂が本来の墳丘に達していないことが明らかと
なったため、いち早く復旧された三段塚古墳(20190313)


